
相談支援事業所サンクスシェア
相談支援専門員 田中 聡

相談支援事業所サンクスシェアの人材育成

R7.3.12 あんschool

右のQRコードから上記のページの表示をお願いします。



2016(平成28)年 ４月 合同会社サンクスシェア創立

2016(平成28)年 ５月 指定特定相談支援事業所（障がい者）

2017(平成29)年 ３月 指定特定相談支援事業所（障がい児）

2018(平成30)年 ５月 相談支援専門員②

2019(平成31)年 ４月 相談支援専門員③

2019(令和  1)年 １０月 ②③常勤職員

2019(令和  1)年 １１月 特定事業所加算Ⅲ指定

2020(令和  2)年 ６月 相談支援専門員（常勤）④

2020(令和  2)年 １０月 一般相談福岡市指定

2020(令和  2)年 １１月 特定事業所加算Ⅱ指定

2021(令和  3)年 １月 理学療法士（非常勤）

2021(令和  3)年 ４月 自立生活援助事業指定

2021(令和  3)年 ４月 相談支援専門員⑤

2021(令和  3)年 ７月 相談支援専門員⑥⑦

2021(令和  3)年 ７月 機能強化Ⅰ

2021(令和  3)年 １１月 相談支援専門員⑧

2022(令和  4)年 １月 事務員

2023(令和  5)年 ３月 相談支援専門員②退職

2023(令和  5)年 ４月 相談支援専門員⑨

2023(令和  5)年 １１月 街の相談室ほろんと共働体制開始

相談支援事業所サンクスシェアの足跡



相談支援事業所
サンクスシェアの足跡





ISOの取り組み

https://www.thanksshare.jp/148381.html


ISOの取り組み



相談業務の「効率」と「質」の追究 ＝ 最低ラインと質の向上

・業務マニュアルの活用

・他法人・事業所との連携

（中立公正を担保）

・朝礼（ミーティング）の活用

・ビデオ通話による朝礼

・業務計画と請求処理の

ホワイトボード管理

・LINEによる情報共有

・Googleカレンダー

・毎日の請求確認

「効率」

・業務マニュアルの活用

・計画案の全員チェック

・記録の工夫

（判断・要検討の記録）

・ケース検討会議

（社内・外部・基幹相談）

・毎月の経営方針確認と

個別面談

・積極的な研修参加・同行研修

（他研修機関との連携）

「質」



ISOの取り組み 作成した「内部文書」





ISOの取り組み 保管している「外部文書」



業務（仕事）＝やることの最低ラインづくり



その他 共働体制の算定要件 事例検討会議



サービス等利用計画作成の手順書作成



〇本人、家族と確認した課題を中心に書くようにしている。
〇利用者に関する必要な情報の提供を受けることや共有することを文章に盛り込むようにしている。
〇アセスメントで本人から聞いた内容を要約し、なるべく総合的な援助の方針に記載するようにして
いる。そうすることで①本人自身が振り返りを出来るようになる。②計画相談が話しを聞いている
ことを理解してもらえ関係性構築の一助となる。上記2点は意識して計画案の作成を行っている。

〇障がい名や障害特性から生活や就労等の中でどのような困り感や不安があったのか、あるのか。そ
の困り感や不安を軽減するためにどの福祉サービスを利用し、どのような支援が重要になるのか。
その方の目標や希望する生活などを作成時には入れたいと意識をしている。

〇関わっているサービス等を利用して目指している支援の方向性がイメージできるか。またそれがご
本人の希望に沿った内容になっているか。

〇目標については、総合的な援助の方針から、各サービスの支援内容に落とされているか
〇本人がやりたいと思える（達成可能な）ステップになっているか
〇対象の利用者の方、ご家族、支援者誰もが理解できる内容、表記になっているか（特に軽度知的障
害、LDの方など）

〇本人の視点に立った目標になっているか（支援者のしたい支援になっていないか）
〇本人のことをイメージして必要な支援を考えている。
〇生活に対する意向と援助の方針、課題が連動するように作るよう意識している。本人の思いなどが
分かりやすく表現出来るように考えている（出来てない事も多いですが）課題だけでなく本人の強
みを入れる。

サービス等利用計画作成時に意識していること（サンクスシェア相談員）

計画案は、人の人生を方向付けるという自覚を大切にして作成したい。



〇総合支援方針と解決すべき課題、短期目標長期目標がリンクしているかをチェックしている。

〇関係機関との情報の共有のやり方についてと必要性についてどのように記載があるか等を確認する

ことをしている。

〇誤字や脱字などがないか確認し、書類としての基本的な体裁が整っているのか確認している。

〇申請内容や支援量、文章内容が妥当か否か確認し、疑問がある際は記載者に必ず質問するようにし

ている。

〇基本的な文章表現。（一文の長さ、接続語等）

〇希望する生活、援助の方針、長期・短期目標、支援目標の整合性

〇援助の方針などを読み、利用する福祉サービス事業所でおおよそどのような目標を持ち、支援が行

われるのかをイメージすることができるか

〇自分が個別支援計画を立てるつもりで、やるべき方向性が分かりやすく示されているか

〇ご本人や家族の立場で気になる表記や不明な点がないか。前向きな気持ちになるか。

〇本人の状況にあった無理のない目標になっているか

〇理解しやすい表記になっているか

サービス等利用計画チェック時に意識していること（サンクスシェア相談員）

決して十分とは言えないが、複数の目を通すことにより、
責任感をもととともに十分でない計画案の発行リスクを減らしたい。



最低ライン担保のためのチェック体制

・計画案の作成

・裏紙へ印刷

・計画相談回覧表記入

計画案作成

計画案検討 ・朝礼時に作成済計画案の

　有無を確認

・グループ内の相談員で内容を確認す

る

・訂正、意見は色ペンで書き入れる

・チェックが終わったら確認者の

　名前の欄に日付を入れて担当者に

　渡す

本印刷
・相談員のチェックを確認する

　計画案の見直しを行い、支援方針

　等、大きな訂正は訂正後に

　管理者（田中）の確認を取る。

・訂正が終わったら本印刷を行う。

計画案社内検討手順書

担当者 行程 社内（担当外相談員）



業務（仕事）＝やることの見える化



経営理念

ありがとうを
分かち合う

指標

『すなおさ』『思いやり』
『専門知識』『思考持久』

相談支援の
業界水準を
引き上げる

MISSION 強み

・支援方針の記述力
・基本相談力
・会議ファシリテーション力

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

登録者 658 668 672 665 675 663 671 662 637 658

請求 302 309 284 292 249 302 315 249 266 272

新規 9 10 3 2 1 9 2 2 3 12











『田中が思う福祉職で働くとは』

【マインドとして】
① 利用者のエンパワメントが優先順位１位の認識をもつ

② 意思決定支援のための提供情報をたくさん知っている

③ こんな人になりたいと思われるモデルになることを目指す

【スキルとして】
コーチングスキル ティーチングスキル カウンセリングスキル
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